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八郎潟干拓 地にお ける大豆 の安定多収栽培
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1 緒     言

大豆は施肥窒素や地力窒素を吸収するほか,根粒菌との

共生により空気中の窒素を固定 し,そ れを利用する。八郎

潟千拓地においても大豆の収量をあげるには,必要とする

窒素が円滑に供給されなければならないが ,窒素の施用方

法によっては根粒の着生や肥大が抑制されたり,根粒の窒

表 1 試験区の構成

素固定能が阻害されたりする。そこで,施肥窒素が生育・

収量及び根粒活性に及ぼす影響を重窒素硫安とアンセチレ

ン還元法を用い大豆の窒素栄養の面から検討した。

2 試 験 方 法

表 1に示した。

考備

N ― 試験規模 ;1区 400酬 2連制
窒素は硫安を使用
*印は重窒素硫安を使用

燐酸は重過石 ,加里は塩加を使用

;シ ロセ ンナ リ ,

開花期追 EEは 8月 12日

栽植密度は68の ×20m
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3試 験 結 果

(1)成熱期の全乾物重と子実重

全乾物重と収量の関係は図 1のようであって,大豆の収

量をあげるには全乾物重を多く確保する必要があった。し

かし,全乾物重に対する子実重の割合 は収量水準の低い

200%イ の段階では50～ 60%であるが,500″/■以上の多

収の場合には40%以下であった。
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図 1 成熱期の全乾物重 と子実重

また,施肥窒素の増加に伴い全乾物重が増加 し収量 も高

まるが 10o当 た り3協以上の窒素施用量では減収 した。

(" 窒素吸収量の推移

大豆の窒素吸収量は生育初期に少ないが,開花期から最

大繁茂期にかけて急激に増加 し,成熱期にはプ当たり30′

以上となった (図 2)。 窒素吸収量は施肥量の増加に伴い

多 くなるが,施肥量が 10a当 たり3″以上になると吸収量

はむしろ減少した。また,開花期の窒素追肥は最大繁茂期

の窒素吸収量を増加 させるが,その後の窒素吸収が抑えら

れ成熟期の窒素吸収量は減少した。
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図2 窒素施用量と全窒素吸収量の推移
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(31 施肥窒素の吸収と利用

施肥窒素の吸収は開花期までは施肥窒素の増加に伴って

多 くなり全吸収量に対する割合も高い(表 2)。 開花期以

降でも施肥窒素の吸収量は増加するが,全窒素吸収量に対

する割合は 1～ 2%と低 く,大豆の吸収窒素はほとんどが

地力窒素と固定窒素であった。開花期追肥窒素の利用率は

表 2 地上部の施肥窒素吸収量と利用

70～ 80%で あるが,全吸収量に対する割合は最大繁茂期で

7%,成熟期で約 3%で あった。

このように,施肥窒素の利用率は生育時期によって異な

り,栄泰叶長期に当る生育初期 には施肥窒素の比率が高

く,生育中・後期には地力窒素と固定窒素の比率が高かっ

た。
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)施肥窒素の吸収と分配 移行

最大繁茂期までに吸収された施肥窒素は大豆葉に多く集

積 し,施肥量が多い場合にはその割合 も高い(図 3)。 しか

し,窒素 9協区では肥料窒素の吸収量が少なく,大豆葉に

占める割合 も少ない。また,この時期の大豆に集積 した施

肥窒素は黄熟期にはその 80%以上が子実に移行 しており,

最大繁茂期の窒素吸収量が子実生産に大 きく貢献 している

と考えられた。開花期の追肥窒素は最大繁茂期には茎に最

も多く,次いで葉に存在 していたが ,黄熱期の子実に移行

したのは 50%で あった。このように,開花期の窒素追肥は

栄養生長を長引かせ過繁茂や蔓化を招 き,子実生産の向上

にはつながらない場合のあることが知られた。

15)アセチレン還元法による固定窒素量の測定

ァセチレン遼元法により根粒の窒素固定量を測定 し,大

豆吸収窒素中の比率を求めた (図 4)。 大豆 7葉期の施肥

窒素の吸収量は施肥量に伴って増加するが,窒素 9切区で

は全吸収量の13%である。地力窒素は施肥量の多少にかか

わ らず全吸収量の40～ 50%の値を示 していた。根粒によ

る固定窒素は全吸収量の 50～ 60%を占めるが,窒素 9り に

なると根粒による窒素固定量が著 しく減少した。以上の結

果から,大豆の窒素吸収量を施肥窒素,地力窒素及び根粒

による固定窒素に大別すると,そ の割合はほぼ 1:4:5と

考えられた。

棚室素割合;籠塁讐与譜設壁|× m単位椰

剛
鰈
錬
　
蒙

肥
定
　
力

施
固
　
地

注

●
嗜
来
吸
収
状

＾
，
／
ぼ
〕

0 1 3 6 9

大豆 7葉期の窒素吸収由来
重窒素硫安を使用
根粒菌の活性をアセテレン還元法によ
って間接的にN2固定量を算出
全窒素吸収量から施肥窒素と固定窒素
及び種子の窒素を差 し引いた。

4 摘

大豆の窒素栄養は根粒の固定窒素を主体として,無機態

窒素,と くに施肥窒素は補定的な役割にとめるべきである。

施IE窒素の役割として最も重要なのは栄養生長の促進と,

根粒菌が着生 し,窒素固定を開始するまでの初期生育を助

けることにある。窒素の追肥については,根粒の着生が少

ない場合や,窒素固定力が衰えた時に行 うべきである。
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